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事  例  報  告 

教室の名称   主な実施施設 
 

ほっとスペース放課後 京山公民館 １ 

みなんこども教室 御南小学校 ３ 

きらきら岡南っ子 岡南小学校 ５ 

津島こども教室 津島小学校 ７ 

ひらつ放課後子ども教室 平津小学校 ９ 

ももっこ教室 桃丘小学校 １１ 

庄内放課後プラン 庄内小学校 １３ 

横井どんたくスクール 横井小学校 １５ 

うの放課後こども教室 宇野小学校 １７ 

操明放課後子ども教室 操明小学校 １９ 

山南学園太伯子ども教室 旧太伯小学校 ２１ 

御休放課後子ども教室 御休小学校 ２３ 

浮田小学校放課後子ども教室 浮田小学校 ２５ 

小串放課後子ども教室 小串小学校 ２７ 

南輝小学校放課後子ども教室 南輝小学校 ２９ 

第二藤田小放課後子ども教室 第二藤田小学校 ３１ 

山南学園放課後子ども教室 山南学園 ３３ 
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残る、貴重なお話をいただき、本当にありがとうございました。 

事  例  報  告  集 



１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

8 名参加

今年度の成果

◆参加児童は宿題の他、色々な遊びを楽しみにして来ていた。将棋、オセロ、トランプ、折り紙、
各種工作、レゴブロック、縄跳び、ボールゲーム、卓球など好きな遊びをして過ごすことができ
た。
◆イベントとして、岡山空襲を知る会、ソーメン流し、お月見会、科学実験、クリスマス会、凧あ
げを実施した。
◆保護者とスタッフの情報交換のために、「やまびこ通信」を毎月（８月以外）発行している。多
くの保護者から返信があり、参加児童の状況や思いを知ることができた。

今後の課題

◆人々の繋がりが希薄になっている地域社会において、「ほっとスペース放課後」は20年間、地域
教育の場として継続している。また、大人との交流も人的教材として大切に考えていきたい。
◆子どもの自由と主体性を尊重している。子どもの言動に対する許容や限度についてはスタッフで
認識が微妙に異なる。スタッフ間で議論を重ねていきたい。
◆異なる学年・学校、大学生、高齢者との集団の中で過ごすメリットを生かし、子どもたちが身近
なテーマで話す時間を多くし、多くの経験をしたり考えたりできる場にしていきたい。

会議等開催回数 2 回 主な協議内容 活動計画・活動報告　等

研修開催回数
及び参加者

1 回
主な研修内容

参加児童の活動記録から、気になる行動をする子など、日々ス
タッフが感じていることを持ち寄り、今後の活動に活かしてい
けるように、情報共有と研修を行った。

総 数 2,027

構成員数 11 名 主な構成員 ほっとスペース放課後スタッフ会／愛育委員会／民生委員／公民館職員　等

無償ボランティア 317 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 369

教職員・施設職員等 128 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 33

中学生 0 小学生 1,180 （うち放課後児童クラブの子ども） 0

凧あげ 〃 手作り凧を製作し、運動公園で凧あげ 1.5 2

おわりの会 〃 １年間の思い出を発表し、振り返る 1.5 2

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等

岡山空襲を知る会 〃 紙芝居や空襲体験談を聞いて、岡山空襲を知る 1.5 2

クリスマス会 〃 ケーキを味わい、ゲームとクリスマスプレゼント 1.5 1

そうめん流し 〃 紙芝居や空襲体験談を聞いて、岡山空襲を知る 2.5 1

お月見会 〃 抹茶と月見団子で作法を習う、お月見の話 1.5 2

1.5 59

始まりの会 〃 歓迎の気持ちと安心感・期待感を持たせる 1.5 2

01
日曜日

・
祝日

0
長期休業

平日

活動等の概要
平均活動

時間
活動
回数

通常活動 スタッフ会 宿題、昔遊び、各種ゲームや工作、卓球など

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： ほっとスペース放課後実行委員会

教 室 の 名 称 京山公民館　ほっとスペース放課後

主 な 実 施 施 設 京山公民館

全開催日数 71
うち委託契約対象

実施日 71

実施日数

平　日 70 土曜日
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５．活動の様子

実 行 委 員 会 名 称 ： ほっとスペース放課後実行委員会

１．日常活動
　子どもたちは、火・金の曜日別にしている。下校
後、学校から直接来る子どもがほとんどであるが、自
宅に帰った後で着替えてくる子どももいる。まず、研
修室で宿題をする場合が多い。その後、研修室では将
棋、オセロ、トランプ、カードゲーム、折り紙、編み
物、工作など、実技室ではレゴブロック、積木、ボー
ルゲーム、縄跳び、卓球などの好きな遊びをして過ご
した。　スタッフは、基本的には宿題や遊びをサポー
トしたり、一緒に遊んだりする。子どもたちの安全や
人間関係にも目を配り、遊びに誘ったり話を聴いたり
する。遊びの中で協力や工夫することの大切さを考え
ながら行っている。

２．イベント
　年間のイベントとして、始まりの会、岡山空襲を知る会、
ソーメン流し、科学実験、お月見会、クリスマス会、凧あ
げ、おわりの会を行った。
　行事の企画は、スタッフの思いや子どもたちの希望をも
とにしてスタッフ会で意見を出し合い、創意工夫を凝らし
た。子どもたちは喜んで参加し、楽しむことができた。

３．手作り教室
　遊びの中で、折り紙、編み物、各種工作などを行い、一
人一人の子どもがものを作る楽しさを知ることができた。
　凧あげイベントでも、「手作り凧」を制作した。

※．その他
　今年度も昨年度と同様、ノートルダム清心女子大学や岡山大
学の学生、また、操山高校や後楽館高校の学生もボランティア
活動に参加してくれ、多いに助かった。若いお兄さんやお姉さ
んがいると、一緒に遊んでくれるので子どもたちもとても喜んで
いた。
　新年度も多くの学生が参加してくれることを願っている。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： みなんこども教室実行委員会

教 室 の 名 称 みなんこども教室

主 な 実施 施設 岡山市立御南小学校

合唱団 保護者 合唱の練習、地域イベントへの出演 3 134

実施日数

主 な 活 動

中学生 47 小学生 3,608 （うち放課後児童クラブの子ども） 430

無償ボランティア 141 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 282

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

2

構成員数 7 名 主な構成員 PTA役員、教員、合唱団役員保護者

会議等開催回数 回 主な協議内容 決算について、次年度計画について

教職員・施設職員等 0 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 173

総 数 4,251

全開催日数 134
うち委託契約対象

実施日 134

平　日 78
長期休業

平日 20土曜日 10
日曜日

・
祝日

26

今後の課題
幅広い学年の子どもがコーラス活動に興味を持ち、入団へ繋げていけるように周知活動を行ってい
く。

研修開催回数
及び参加者

主な研修内容 安全管理について

今年度の成果
今年度も学校関係者や地域の方々の協力の下、コンクールや地域のイベントなど多くの場で活動を
することができた。

1 回

1 名参加
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５．活動の様子

実行委員会名称： みなんこども教室実行委員会

【NHK全国学校音楽コンクール】

2024.8.2 岡山コンクール 建部町文化ホール

2024.9.8 中国ブロックコンクール

ウッドワンさくらぴあ

第９１回NHK全国学校音楽コンクールに出場しました。

岡山コンクールでは金賞を受賞し、中国ブロックコンクー

ルへ進出することができました。

広島で行われた中国ブロックコンクールではこれまで頑

張ってきた練習の成果を発揮し、堂々と楽しく歌うことが

できました。全国大会への進出は叶いませんでしたが、他

県の合唱団の演奏を間近で聴いて良い刺激を受け、とても

貴重な体験をすることができました。

【地域のイベントへ参加】

星空サマーコンサートや夏祭り、敬老会、公民館文化祭、ケアセンターへの慰問演奏会

など、様々な地域のイベントに参加してたくさんの方に歌を聞いてもらうことができまし

【まとめ】

みなんキッズコーラスは２年生から６年生までの団員３７名が参加し、学年を超えて互いに

切磋琢磨しながら楽しく日々の練習に取り組んでいます。今年度もコンクール出場や地域のイ

ベント、ケアセンター慰問など、充実した活動を行うことができました。

これからも、活動を応援してくださる小学校の先生方や地域の方々に支えられながら、２名

の指導者の先生方と団員の保護者とともに、今後も地域に愛される合唱団として頑張ります。
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実行委員会名称：

１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

今後の課題

それぞれの取組が「子どもたちが地域の中できらきらと目を輝かせて…」という活動の目的にか
なったものになっている。しかし，地域のボランティアの方々の高齢化が進み，活動を継続させる
ためにも，次の世代の協力体制を築くことが必要である。また，働き方改革の面からも教職員の協
力を得ることが難しくなっており，PTAの参加を積極的に促すなどの、運営の方法を考えていかなけ
ればならない。

会議等開催回数 1 回 主な協議内容
活動報告・会計報告・Ｒ６活動計画，予算執行について，今後
の取組や課題について

研修開催回数
及び参加者

0 回
主な研修内容

構成員数 13 名 主な構成員
町内会連合会長，ビオトープをはぐくむ会副会長，体育協会会
長,放課後児童クラブ職員，栄養改善協議会職員，校長，教頭

0 名参加

今年度の成果

今年度は、働き方改革の観点からも教職員の参加を減らし、PTAや地域の諸団体の協力を得ながら実
施した。感染予防を徹底しつつ，食育教室や餅つき体験も開催できた。岡南小ならではの「ビオ
トープ教室」は多くの児童や保護者が参加し楽しく活動できた。地域との連携もとれるようにな
り，目的に沿った活動ができるようになった。吹奏楽部は，通常の練習や演奏会が行われ，活発に
活動している。日赤まつりやミルクフェアなどの演奏依頼が増え、感染拡大に留意しながら計画的
に練習に取り組んでいる。ＰＴＡバザーや地域の行事に参加したり，市外や県外の演奏会に参加し
たり3月には校内演奏会を開催したりすることができた。

教職員・施設職員等 250 未就学児・乳児 80 家族・地域住民 700

総 数 4,794

中学生 180 小学生 3,100 （うち放課後児童クラブの子ども） 124

無償ボランティア 260 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 224

体協運動会 体育協会・ＰＴＡ 地域を挙げての運動会に参加する。 3 1

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

吹奏楽部 保護者会
練習をしたりフェスティバルに参加したり
演奏会を開いたりする。

家族食育教室 栄養改善協議会 親子料理教室や餅つき体験を行う。 3 1

ＰＴＡバザー ＰＴＡ
ゲームコーナーや飲食コーナーの運営，
制服古着等の販売 3 1

つながれ岡輝 育成協・学運協 フェスティバルの開催 3 1

2 104

ビオトープ教室 ビオトープをはぐくむ会他
ビオトープを通して自然体験学習や農業体験
を行う。 3 2

928
日曜日

・
祝日

3
長期休業

平日

令和６年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 きらきら岡南っ子

主 な 実 施 施 設 岡山市立岡南小学校　音楽室・運動場・家庭科室・体育館

きらきら岡南っ子育成連絡協議会

全開催日数 110
うち委託契約対象

実施日 110

実施日数

平　日 70 土曜日
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５．活動の様子

　

4　吹奏楽部の活動

実 行 委 員 会 名 称 ： きらきら岡南っ子育成連絡協議会

１　家族食育教室　６月８日（土）

２　PTAバザー　１０月１９日（土）

３　ビオトープ教室

本校の吹奏楽部は，今年創立５４年を迎える。火・木曜日の放課後や土曜日を中心に，２年生から６年生

までの児童が活動している。活発に練習や演奏活動が行えるようになり、熱心に練習する姿が見られた。

「日赤まつり」「ＰＴＡバザー」，「つながれ岡輝」などの地域行事への参加，建部町文化センター、

マービーふれあいセンター，アクリエひめじでの演奏会への出演，3月の校内演奏会など，活発に活動す

ることができた。

今年度も栄養改善協議会の方に来ていただき、親

子で料理、試食を楽しんだ。メニューは「三色おに

ぎり」「たっぷり野菜のスープ」「エビマヨサラ

ダ」「牛乳ココアプリン」。4品もあったが、親子

で協力して作り、おいしくいただいた。レシピが簡

単なので、「家でも作ろう」などの感想があり、好

12月７日（土）脱穀体験・餅つき

ビオトープの田んぼで11月に収穫した米を昔の農機具

を使って脱穀。育む会のメンバーに教えてもらいなが

ら参加者全員が体験した。稲を脱穀する過程を見たり、

実際に体験することで昔の人々の苦労や思いを感じる

ことができた。その後、栄養改善協議会やＰＴＡ、教

職員が中心となって餅つきをした。うすと杵でついた

餅をきなこ、あんこ、大根おろしなどをつけて食べた。

児童も餅つきに加わり、皆で楽しむことができた。

PTA役員、保護者有志、教職員、学生ボランティアらが準備、運営に

携わった。当日は、あいにくの天気にもかかわらず、子どもゲーム

コーナー、不要品や制服のバザー、焼き鳥、かき氷、パンなどの販売

コーナーもあり、保護者や児童がたくさん参加して大いに賑わった。

水辺の生き物教室 脱穀体験 もちつき体験

3/８ つながれ岡輝 3/９ 校内演奏会

10月12日（土）水辺の生き物教室

本年度も，アスエコから講師に招き，「生き物

と友だちになろう」をテーマに実施した。メダカ

や本校に生息する藻の話を聞いたり、ビオトープ

の生き物を採集し調べたりして、岡南小にはたく

さんの生き物が生息し、生き物にとって大切な場

となっていることを知った。岡南小のビオトープ

には、珍しい生き物も生息していることを知り、

ビオトープへの関心が高まり，学校の休憩時間に

ビオトープを訪れる姿をよく見かけた。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

名参加

今年度の成果
本年度は１年生の参加が多く開講当初は幼稚園の延長を思わされる現状であったがボランティアス
タッフの細かな目配り指導によって成長が感じれるようになりました。また、小学校及び学童クラ
ブとの共同開催により色々な体験活動も実施できました。

今後の課題
学童クラブの充実により放課後子ども教室の役割が薄れつつあるのとボランティアスタッフの高齢
化により次年度からの存続に苦慮しています。

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

構成員数 11 名 主な構成員 元町内会長・元学校職員・元企業役員及び学識経験者

会議等開催回数 3 回 主な協議内容
安全管理方針・事故防止について協議及び学校との協働活動に
ついてを協議した。

教職員・施設職員等 23 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 0

総 数 2,318

中学生 0 小学生 1,429 （うち放課後児童クラブの子ども） 43

無償ボランティア 0 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 889

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

補修的活動 宿題・予習復習・球技・遊戯活動

バルーンアート バルーンアート制作体験 3 1

昔遊び体験 水鉄砲体験 3 1

平　日 65 土曜日

3 67

体験活動 卒業式準備活動・卒業生送別活動 3 1

5
日曜日

・
祝日

長期休業
平日

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： ひらつ放課後子ども教室実行委員会

教 室 の 名 称 ひらつ放課後子ども教室

主 な 実施 施設 岡山市立平津小学校

全開催日数 70
うち委託契約対象

実施日 70

実施日数
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５．活動の様子

冬休みの企画、全校から参加者を募集し

紙飛行機大会を実施しました。

低学年・高学年・大人の部に分かれて

飛行距離を楽しみました。

しゃぼん玉の中から外の世界を覗こうの

企画で液から大きなリングまで手作りし

て楽しみと感動を体験しました。

PTA、地域協働動学校共同主催でスタン

プラリーを開催、交通安全・地域防災・

お箸で豆つかみ等の競技を８ヵ所のポイ

普段より圧を下げての発射、高度約20ｍ

最長飛行距離90ｍ超でした。

ントで行い得点を争いました。

実 行 委 員 会 名 称 ： ひらつ放課後子ども教室実行委員会

講師を迎えてペットボトルロケットの制

作と発射実験を楽しみました。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 桃丘放課後子ども教室実行委員会

教 室 の 名 称 ももっこ教室

主 な 実施 施設 岡山市立桃丘小学校

全開催日数 31
うち委託契約対象

実施日 31

実施日数

平　日 29 土曜日

2 27

宿題学習 学校支援ボランティア 宿題の見守り、学習支援 1 27

00
日曜日

・
祝日

2
長期休業

平日

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

自由遊び 学校支援ボランティア ボランティア、児童と遊びを通じての交流

算数教室 学校支援ボランティア 算数の復習 3 2

ニュースポーツ大会 桃丘学区体育協会 ディスコンの体験、地域交流 3 1

ふれあいスポーツ大会
桃丘学区体育協会
桃丘学区婦人会

グラウンドゴルフ体験、地域交流 3 1

中学生 0 小学生 954 （うち放課後児童クラブの子ども） 221

無償ボランティア 75 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 164

教職員・施設職員等 0 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 6

総 数 1,199

構成員数 30 名 主な構成員 連合町内会、地域協働学校、民生・児童委員、学校支援ボランティア

名参加

今年度の成果

今年度より、教室開催曜日が変更になり、子ども達が時間的余裕をもって参加できるようになっ
た。支援ボランティアが、七夕、ハロウィン、クリスマス等の季節行事に合わせて飾り物の製作を
企画してくれ、楽しい活動ができた。昔は遊びで作っていた毛糸のボンボンを教えたら、子ども達
が喜んで作っていた。支援ボランティア、子ども達が共に楽しんでいるようである。

今後の課題
支援ボランティアが少数で固定化していて、ボランティアの人数により、遊ぶ場所の制限をするこ
とがある。ボランティアの人数確保、若い世代の参加が課題である。

会議等開催回数 1 回 主な協議内容
令和６年度決算・事業報告及び令和７年度予算・事業計画につ
いて等

研修開催回数
及び参加者

0 回
主な研修内容
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５．活動の様子

実 行 委 員 会 名 称 ： 桃丘放課後子ども教室実行委員会

【算数教室】

平日の放課後、希望者を対象に算数教室を行いました。

子ども達が、算数のプリントを自主的に取り組み、

地域ボランティアが採点をし、

間違いを一緒に考え、シールやはなまるで

子どものがんばりをサポートしました。

【ニュースポーツ大会】

桃丘学区体育協会との共催で、地域の人ととディスコンに挑戦しました。

参加者が少なく残念でしたが、子ども、保護者、教職員、地域が

試合、応援と楽しく交流しました。

【自由遊び】

七夕、ハロウィン、クリスマスの季節行事にあわせて、ボランティアが準備をしてくれ、

飾り物や工作を製作し、玄関スペースに飾りつけをしました。

また、毛糸のボンボン作りは、ほとんどの子ども達が初体験であったことから、とても

盛り上がりました。

【ふれあいポーツ大会】

桃丘学区婦人会、桃丘学区体育協会との共催で、グラウンドゴルフを楽しむ大会が行われました。

子ども、保護者、地域が一グループになり、打ち方を教わったり、応援してもらったりと会話が

はずみました。婦人会の飲食コーナーがあり、うどんやぜんざい等をいただきました。

【まとめ】
今年度から 開催曜日が変更により、子どももボランティアもゆっくりと時間を過ごせるよう

になり、気持ちの余裕ができたように感じます。

子ども教室活動日、廊下を走らんばかりの勢いでやってくる子ども達、それを迎えるボラン

ティアの笑顔、共に楽しみにしてくれているが伝わります。

子ども達にとり、子ども教室が放課後の居場所の１つとして、楽しく安心して過ごせる場に

なっていれば嬉しいです。

ボランティアの人数は、依然少数精鋭体制で、協力しあい運営をしていますが、もう少し地域

からボランティアの参加があればと思います。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

名参加

今年度の成果

教室開始前に帰宅方法を伝える事によって、”自分がどうやって帰るのか””誰と帰るのか”認識
が進んだ。わからない子は教室終了までにコーディネーターに確認に来る余裕もあるので、今後も
この形を続ける。今年度はどの教室も昨年度を超える参加人数だった。入学式に放課後プランの参
加申込書の説明を続けてきて、保護者の方へもどのようなものか伝わっていると思われる。

今後の課題
参加人数が多すぎて、安全管理が難しいと感じる教室については1回に3学年から2学年に減らすな
ど、検討が必要。教室終了後、荷物を教室に取りに戻ってからの時間がかかりすぎるので荷物、着
替えについても学校側と相談が必要。

会議等開催回数 2 回 主な協議内容
①前年度実績報告、監査報告、今年度の変更点
②今年度の活動報告、反省、来年度に向けての準備、変更点

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

総 数 6,064

構成員数 14 名 主な構成員 PTA・連合町内会・婦人会・体協・小学校教員

無償ボランティア 190 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 369

教職員・施設職員等 86 未就学児・乳児 家族・地域住民

中学生 小学生 5,419 （うち放課後児童クラブの子ども） 3,000

からくり 関野倫宏 木のプレートから何が出来るかな 3 1

金管バンド 庄内PTA 地域に根差した音楽活動 3 86

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等

バルーンアート 小田弥生 風船を膨らませて作品を作ろう 3 4

コミュニケーション 江崎英子 ありのままのお互いをわかり合おう 3 2

運動 二宮理恵 運動が好きになろう！走り方を知ろう 3 1

ジャグリング 岡田大生 努力し成功する喜びを実感しよう 3 4

書写 井上滋・高谷絵理 楽しみながら書写の技能を高めよう 3 2

ソフトバレー 塚本泰行 基礎からサーブまで習ってゲームに挑戦 3 4

ヒップホップ 笹川由香 みんなで楽しく体を動かそう 3 2

作って遊ぼう 天場紀子 工作・プレーパークを楽しもう 3 4

3 1

パッククッキング 萩原節子 防災食を作ってみよう 3 1

183
日曜日

・
祝日

長期休業
平日

活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

盆踊り 萩原節子 岡山の民踊をみんなで楽しもう

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 庄内放課後プラン実行委員会

教 室 の 名 称 庄内放課後プラン

主 な 実 施 施 設 岡山市立庄内小学校

全開催日数 112
うち委託契約対象

実施日 112

実施日数

平　日 91 土曜日
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５．活動の様子

実 行 委 員 会 名 称 ： 庄内放課後プラン実行委員会

1.盆踊り

夏祭りでおなじみの曲を婦人会の皆さんに教わった。みんな一生懸命曲に合わせて踊る。庄内夏祭り

では地域の方と一緒になって踊ってくれていた。今年は宗治祭で奉納される踊り”ああ高松城”を初め

て習った。

2.パッククッキング

コロナから遠ざかっていた料理教室が復活。防災のための自助がさけばれる昨今、子どもたちでも簡

単に出来る調理用の袋を使ってのパッククッキング。鍋にお湯をはるため、火傷に注意しながら2品仕

上げる。

3.書写

硬筆では書き方だけでなく、姿勢、鉛筆の持ち方なども細かく指導いただいた。毛筆では色紙に好き

な文字1文字。朱で印を押していただき、素敵な作品を持ち帰った。

4.ヒップホップ

音楽に合わせて、体の動かし方から学ぶ。リズムに乗ってみんなで踊ろう。最初は出来なくても練習

を重ね、教えあいながら出来るようになっていく。

5.作って遊ぼう

工作は竹とんぼ、紙飛行機、スライム作り。プレーパークは七厘も使用するため、火傷しないよう注

意を促す。今回は遊び道具を詰め込んだプレーカーも参入し、ますます楽しいプレーパークとなった。

6.ソフトバレー

今年度1番人気となったソフトバレー。ビーチボールや風船も使い、ボールを使う楽しさを教わった。

5・6年生はサーブやレシーブを練習してゲームを楽しんだ。楽しみながら上達しているのが目に見えて

わかった。

7.運動

夏休み特別教室のひとつ。低学年は、“運動が好きになろう”というコンセプトのもと、楽しく体を

動かした。高学年は“走り方を知ろう”と姿勢、足の角度、手の動かし方等丁寧に教わり、タイムも

測ってみた。

8.ジャグリング

皿回し・お手玉・けん玉を講師の方からレクチャーを受けながらチャレンジ。教室の最後には”発表

会”で披露したい子どもたちが前に並ぶ。やる気と楽しさ、そして達成感でいっぱいの発表会。

9.バルーンアート

低学年はバルーン用の風船に空気が入ったものを使う。講師をお手本に風船を作品にしていくが、途

中からは自分で作品を作っていく。高学年は自分で空気を入れ、風船の口をしばる。これが思いのほか

大変。創意工夫しながら作品を仕上げていく。

10.コミュニケーション

｢コミュニケーションってなぁに？」から始まる道徳とも違う学校では教えてくれない大切なこと。

“しい”の言葉の意味を教わった。ありのままの自分を伝えること、ありのままのお友達とわかり合え

る方法。

11.からくり

夏休み特別教室のひとつ。木のパーツから何ができるかな？そのまま組み立てたら猫になるけど、2

つ分合体させたら何が出来るのかな？どんな色でもいいんだよ。自分が思うように色を選ぼう、想像し

て自分だけの作品にしよう。

12.金管バンド

地域にお祭り、演奏会、金管バンド選手権など、人前で演奏できるという機会を大切にメンバーと練

習を重ねてきた。送別演奏会では3年生だけで1曲、4・5年生で1曲、6年生だけで1曲披露してくれた。

そして、去年卒業したメンバー（現中1）が加わり演奏してくれた。繋がりを感じられる素敵な演奏会

だった。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 横井学区放課後子ども教室実行委員会

教 室 の 名 称 横井どんたくスクール

主 な 実施 施設 岡山市立横井小学校

全開催日数 31
うち委託契約対象

実施日 31

平　日 0 土曜日

2 15

ディスコンクラブ 地域の方 ディスコン練習 2 10

1

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

囲碁将棋道場 地域の方 囲碁・将棋対局

28
日曜日

・
祝日

2
長期休業

平日

実施日数

どんたくスクール 地域の方・ＰＴＡ 防災教室・サマーナイトイン横井・電気教室 2 8

親子まつり・サッカー教室・ディスコン大会

囲碁将棋大会・クリーン作戦

中学生 66 小学生 1,248 （うち放課後児童クラブの子ども） 50

無償ボランティア 443 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 8

教職員・施設職員等 25 未就学児・乳児 326 家族・地域住民 644

総 数 2,760

構成員数 22 名 主な構成員 連合町内会長・ＰＴＡ・青少年育成協議会・児童クラブ

会議等開催回数 2 回 主な協議内容 実施計画、実施報告

研修開催回数
及び参加者

1 回
主な研修内容 ディスコンの競技方法、審判方法

12 名参加

今年度の成果
通年開催の囲碁将棋道場、ディスコンクラブの参加者は前年度よりも減少したが、参加者は真剣に
活動に参加していた。
今年は親子まつりが横井小学校で開催されたため、地域の方たちとたくさん交流ができた。

今後の課題
囲碁将棋道場の特に囲碁の参加者が集まらない。興味を持ってもらえるようにどう工夫すればよい
か。
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５．活動の様子

〈囲碁将棋道場〉

実 行 委 員 会 名 称 ： 横井学区放課後子ども教室実行委員会

〈ディスコンクラブ〉

月2回地域の方の指導のもと、囲碁将棋の
練習をした。1月の大会では、真剣にとり
くむことができた。

月1回の活動ではあるが、初心者も
11月の大会には白熱した試合ができ
るほどに上達した。

　中学校サッカー部の先生と生徒さ
   んを講師にサッカーを楽しんだ。

　今年度は横井小学校を会場に開かれた。地域の方々
   とふれあいながら、様々な遊びを体験できた。

〈クリーン作戦〉

　河川岸や公園をグループに分かれて清掃、ゴミ拾いを行った。冷たい風の吹く日であった
   が、参加者は一生懸命に清掃活動をおこなった。学校周辺がとてもきれいになった。

〈こども防災教室〉 〈サマーナイトイン横井〉

消防士の方から映像を見なが
ら災害（地震）の話を聞き、
非常食（アルファ米）を試食
した。

夏休みの一夜にブラスバンド演奏、バトントワリ
ング、チアーリーディング、銭太鼓の演奏・演技
を鑑賞したのち、夜の校舎探検をし、最後に校庭
で打ち上げ花火を楽しんだ。

〈子どもサッカー教室〉 〈津高親子まつり〉
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

実 行 委 員 会 名 称 ： うの放課後こども教室実行委員会

3 40

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

令和６年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 うの放課後子ども教室

主 な 実施 施設 岡山市立宇野小学校

全開催日数 43
うち委託契約対象

実施日 40

実施日数

平　日 40 土曜日 00
日曜日

・
祝日

0
長期休業

平日

活動
回数

放課後宿題教室 宇野小学校 宿題教室の実施

中学生 0 小学生 1,089 （うち放課後児童クラブの子ども） 500

無償ボランティア 132 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 116

教職員・施設職員等 0 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 0

総 数 1,337

構成員数 9 名 主な構成員 連合町内会・民生児童委員・地域ボランティア

会議等開催回数 1 回 主な協議内容
　初回会議を令和７年４月２３日に開催。小学校担任も出席し
て貰い､宿題教室の主旨を共有する。

今後の課題
　令和７年度は、宇野小学校の都合で、実施曜日が水曜日・金曜日だが、水曜日の実施が減少する
と聞いている。

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

　研修会は開催していないが、毎回終了後、当日の問題点等打
合せし、共有する。名参加

今年度の成果
　宇野小学校２年生を対象に､宿題教室を実施しており、毎年児童は変わる。宿題教室の目的であ
る、「宿題を仕上げる習慣付け」は、ほぼ達成できた。出席率も93．9％と高く、皆勤も29名中、9
名居る。
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５．活動の様子

【まとめ】

　担任の先生方も、毎回来てくれ、児童は誇らしげに宿題完了を報告している。

　校長先生も時々様子を見に来てくれる。小学校と協働で実施している。

　ボランティアは、５０年後、６０年後に、地域のリーダーとして、住みよい、明るい、ふれ

合いのある地域を作ってくれると、確信している。

【宿題教室】

　令和２年度末からのコロナ対策で、コミュニティハウスから、広い多目的教室（東隣）へ

場所を移し実施した。コミュニティハウスも多目的教室も、体育館の下にある。

　多目的教室には、運動場側にカーテンが無く、教室からは運動場が丸見えとなっている。

窓の下に、のれんを付け、児童が宿題に集中できるように工夫した。

９３．９％であった。

　コミュニティハウスは、防音となっており、運動場からの声は、全く聞こえないが、

多目的教室は、運動場の声や音が丸聞こえだが、児童は意外と集中して宿題をしており、

気にしていない。

　宿題を教えるのではなく、しているところを見てあげると言うスタンスで、行っている。

宿題に限らず、トイレのスリッパを揃えるなど、日常生活の指導も併せて行っている。

　２９人でスタートしたが、皆勤賞は９名居る。出席率は最終で昨年より、６％以上高く、

　小学校２年生を対象（小学校の意向）としているので、１年間で宿題教室の卒業となる。

初回は、誰も発表できなかったが、最終日には、児童一人一人に、名前と宿題教室の感想を

発表させるが、全員発表できた。宿題教室初日の印象から違って、４０日間の成長が見えた。

実 行 委 員 会 名 称 ： うの放課後こども教室実行委員会
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

2 家族・地域住民 77

総 数 2,360

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

セットアップ操作法等基礎から個人指導で学ぶ 2 10

2 10

小学生 1,889 （うち放課後児童クラブの子ども） 716

無償ボランティア 97 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 198

今後の課題
高齢化により指導員の参加が少なくなり、ボランテイア先生の確保が必要である。
コーディネーターも高齢化になり、後継者が必要である。

研修開催回数
及び参加者

1 回
主な研修内容

6 名参加

今年度の成果
子どもたちの積極的な教室参加が見られ、地域指導員との交流が高まって校内外
や地域であいさつする子どもが多くなるなど子どもと大人世代のコミニュケーション
が高まっている。１年間予定通りの開催が出来た。

構成員数 17 名 主な構成員

会議等開催回数 2 回 主な協議内容

教職員・施設職員等 23 未就学児・乳児

自由遊び
かがやきクラブ
児童館 異学年が交流し指導員のもとでプレイを楽しむ

ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗ

楽しい本読み
かがやきクラブ
ぶんちゃっちゃ 指導員や児童相互の読み聞かせを楽しんでいる 2 10

かがやきクラブ
スポーツチャンバラ協会 チャンバラごっこで武道にも通じる礼儀を養う 2 10

パソコン
かがやきクラブ
電子町内会

技法や礼儀を基本から学び学区行事で発表する 2 10

92
日曜日

・
祝日

5
長期休業

平日

2 10

活動
回数

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 操明放課後子ども教室

主 な 実 施 施 設 岡山市立操明小学校

全開催日数 36
うち委託契約対象

実施日 36

実施日数

平　日 20 土曜日

実 行 委 員 会 名 称 ： 操明放課後子ども教室実行委員会

和太鼓
かがやきクラブ
県文化連盟

囲碁・将棋
かがやきクラブ
囲碁・将棋同好会 さし方や技法を基礎から学び交流している

2地域体験活動
かがやきクラブ
PTA

桜まつりへの和太鼓出演、夏休み工作、星空観望会他

中学生 74

16

学校関係者、各教室世話人、学区連合町内会会長、各種団体長、PTA

運営の基本方針、開催種目、日程、指導員の協力

教室指導と安全管理のお願い
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５．活動の様子

　ランチルーム、体育館、グランド　１～３年生　４５名参加

　・和太鼓教室は、和太鼓がとても好きな子どもたちが、指導員や岡山県文化連盟の講師から、

　和太鼓の基本からリズム打法やあいさつの仕方、協力し合う大切さを教わっています。

　・スポーツチャンバラとは、日本において遊戯として

　存在したチャンバラごっこと小太刀護身道を基に、

　エアーソフト剣という武器とアクリル製の面という防具

　によって安全性を確保した競技です。ご夫婦揃っての

　元世界チャンピオンの指導で行っています。

　　　ランチルーム、体育館　　１～３年生　１２名参加

【地域体験活動】

　<納涼アニメ映画会>

　　グランド　　児童と保護者など　　７７名

　<わくわくサマーナイト>　<冬の学校>

PTAとの協働開催で、中学生もボランティアで大勢の参加がありました。

　　「わくわくサマーナイト」　　

　　５年生　４９名、中学生ボランティア　３１名参加

　　「冬の学校体験」　　

　　６年生　７０名参加　中学生ボランティア　２５名参加　　

　・他に地域体験活動で「星空観望会」「工作教室」「映画会」を開催しました。　　　

また、地域体験活動では「さくら祭り」「敬老会」で地域の方々、家族に喜ばれました。

実 行 委 員 会 名 称 ： 操明放課後子ども教室実行委員会

納涼アニメ映画会はDVDでなく、昔ながらの１６mm

フィルムの上映です。絵柄が今のアニメとは違って

います。屋外（グランドの芝生広場）で見る予定

でしたが、雨で室内の開催となりました。

・自由遊び教室は、多種類の遊びから自分で選べる

地域の敬老会が中止となり、保護者へ和太鼓ミニ発表会で練習成果を披露しました。   

   多目的室　　　１～６年生　４８名　参加 

のでとても人気があり、地域の指導員、かがやきクラブ

の人や児童館の先生と一緒に楽しんでいます。

４０分の宿題・予習の後に、遊びを始めます。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

15 名参加

今年度の成果
旧太伯小学校の施設を借りることで、スムーズな活動ができている。琴教室が音楽室でできるよう
になり、活動がしやすくなった。うらじゃ・琴教室などは外部からのオファーがあり、積極的な活
動ができた。

今後の課題
山南学園から活動場所への移動など地域の方、保護者のかたの送迎が必須となっている。
高齢になった講師の代わりになる人材の確保。

研修開催回数
及び参加者

1 回
主な研修内容 子ども教室前後の安全な下校について・危険個所の確認

構成員数 15 名 主な構成員 有償ボランティア

会議等開催回数 1 回 主な協議内容 活動の内容の企画と管理や設備体制の共通理解

教職員・施設職員等 10 未就学児・乳児 362 家族・地域住民 653

総数 3,721

中学生 21 小学生 1,930 （うち放課後児童クラブの子ども） 0

無償ボランティア 310 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 435

地域交流 児仁井　克一 地域の方との交流 3 3

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

琴教室 児仁井　直美 筝曲の練習・演奏

うらじゃ 池田　雅子 うらじゃ踊りの習得・練習・演舞 2 52

陸上教室 高原　淳一 陸上競技の指導と練習 2 38

ハンドベル 根木　一江 ハンドベルの練習・演奏 1 4

2 50

和太鼓教室 光本　和子 和太鼓の練習 2 38

98
日曜日

・
祝日

12
長期休業

平日

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 山南学園太伯子ども教室実行委員会

教 室 の 名 称  太伯子ども教室

主 な 実施 施設  旧太伯小学校

全開催日数 203
うち委託契約対象

実施日 185

実施日数

平　日 156 土曜日
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５．活動の様子

　　　　　③　琴教室
 木曜日の放課後、太伯小学校の体育館で
練習に励んでいる。練習の成果は各種発表
会やイベント、地域のお祭り等で発表して
いる。

　　　④　ハンドベル教室
 　土曜日に澄んだ音色が響き渡る。練習
を重ねて、一曲を丁寧に仕上げている。

　　　　　　⑤　陸上教室
  火曜日の放課後、太伯小学校の運動場で
活動している。走り方やスタート等基本的
な内容を中心に体力の向上に努めている。

　　　　⑥地域交流教室
田んぼでの農業体験をしている。
田植え・稲刈りなど普段食べているお米が
どのようにできるのか実感できている。

実 行 委 員 会 名 称 ： 山南学園太伯子ども教室実行委員会

        ①　太伯竜王太鼓
   金曜日の放課後、活動している。
指導者の掛け声のもと、みんなで息を合わ
せて重厚な音が響き渡る。地域のお祭りや
イベント等でも演奏を披露している。

          ②　太伯なでしこ連
   水曜日の夜、太伯小学校の体育館で活動
している。地域のイベントやお祭りなどに
も積極的に参加し、催しを盛り上げてい
る。また、「おかやま桃太郎まつり」にも
毎年出場し活躍している。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 御休放課後子ども教室

教 室 の 名 称 御休放課後子ども教室

主 な 実施 施設 岡山市立御休小学校

全開催日数 45
うち委託契約対象

実施日 45

実施日数

平　日 30 土曜日

2.5 23

算数おさらい教室 元教師2名他 算数のおさらい 2 15

74
日曜日

・
祝日

4
長期休業

平日

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

和太鼓教室 和太鼓集団鼓空 和太鼓の練習と地域での演奏会

自然教室 地域の皆さん 夏と冬の2回御休小で星の観察会 1 2

地域の植物観察 3 2

野鳥の観察 2.5 2

中学生 6 小学生 658 （うち放課後児童クラブの子ども） 400

無償ボランティア 4 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 7

教職員・施設職員等 未就学児・乳児 1 家族・地域住民 17

総 数 693

構成員数 7 名 主な構成員 地域民、旧PTAのOB、町内会役員

名参加

今年度の成果
今年度は体育館の工事もあり和太鼓の練習が行えない時期があった。
地域のイベントには参加でき大勢の人に練習の成果を聞いてもらえた。

今後の課題 環境：自然：住民などすべての事をこどもたちに知ってもらい、興味を持ってもらう。

会議等開催回数 1 回 主な協議内容 実行委員会を含む地域の中で当会の意見を聞いてもらい提案を受ける

研修開催回数
及び参加者

0 回
主な研修内容
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５．活動の様子

曲披露し、アンコールまで頂いた。入所者もメンバーの父兄たちも大変満足したよ

うです。

算数教室

市販のプリントを使用しているが、子どもにより使用度や難易度が異なるため、

個々にプリント代を請求することができず、教材代の請求に問題がある。最近では

３．４年生も大勢通うようになったが、ほとんどが自由勉強しており、算数教室と

実 行 委 員 会 名 称 ： 御休放課後子ども教室

和太鼓教室

当校も児童数が減少してきたなかで、新メンバーが集まらず活動的な運営に頭を悩

ませている。8月と２月には、恒例の老人ホームの慰問訪問演奏を予定していたが、

夏は台風の接近によりできなかった。冬はホーム内で大勢の入居者に聞いて頂き三

メンバー全員に月のクレーターまで見せる事ができた。

今後は昆虫の観察も行いたいので、指導者を探している。

となった。恒例の秋と春の七草の観察は参加メンバーが少ないながら、実物の草花

を使用し内容の濃い活動が行えた。夏と冬の野鳥観察は日本野鳥の会の支部長に講

師に来ていただき実施し、参加メンバーはこちらも少なかったが、驚くほど数多く

の野鳥や渡り鳥を観る事ができ、小さな鳥から広い世界を感じる事ができた。いず

れの会にも参考資料を配布しており、これの製作にも苦慮している。

夏の星の観察はペルセウス流星群が多く観察でき、冬の星の観察は寒い中参加した

いうより私塾のようである。

自然教室

当地域は岡山市の中心部から離れており、自然豊かな田園地帯である。小川のせせ

らぎや低山、ため池もあるなかで、子どもたちに地域の自然の豊かさを学んでもら

うために実施している。昨年までは蛍の保護活動を行っている地域へ足を運んで話

を聞いたり観察を行っていたが、今年度は猛暑の前兆か蛍の発生がなく観察は中止
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

今後の課題
和太鼓の数が足りない可能性があるため，編成を工夫するか和太鼓の購入を検討するかしていく。
来年度，体を動かすことができるような活動を新たに計画している。また，料理教室も予定してい
るので，新しい活動が今後も続けてできるよう，改善しながら実施していく。

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

名参加

今年度の成果

どの活動も予定通り実施できた。お話の会では，少人数ということもあり，子どもたちが読み聞か
せをよく聞いてくれた。また，３人体制で読み聞かせをしたことがよかったので，来年度も３人体
制で行っていきたい。和太鼓教室は，和太鼓をしたことで自信がついたり下級生の世話をしたりす
るような姿が見られた。異年齢のよさが出ていた。

構成員数 21 名 主な構成員 学校運営協議会委員，連合町内会，PTA，体協，小学校教員，地域住民など

会議等開催回数 1 回 主な協議内容
令和５年度事業及び決算報告，令和６年度事業及び予算計画に
ついて

教職員・施設職員等 10 未就学児・乳児 53 家族・地域住民 194

総 数 1,443

中学生 0 小学生 898 （うち放課後児童クラブの子ども） 361

無償ボランティア 48 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 240

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

お話の会 浮田っ子お話の会 絵本の読み聞かせ，絵本の貸出

鑑賞教室（箏） 地域の方 箏の演奏体験，箏の演奏鑑賞 2 3

31
日曜日

・
祝日

長期休業
平日

1.5 17

実 行 委 員 会 名 称 ： 浮田学区開かれた学校づくり推進委員会

和太鼓教室 和太鼓教室 和太鼓の練習，発表

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 浮田小学校放課後子ども教室

主 な 実施 施設 岡山市立浮田小学校

全開催日数 40
うち委託契約対象

実施日 40

実施日数

平　日 36 土曜日

3 20
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５．活動の様子

実 行 委 員 会 名 称 ： 浮田学区開かれた学校づくり推進委員会

【お話の会】

１・２年生を対象に浮田ふれあいプラザで絵本の読み聞かせなどを行った。ス

タッフが読み方を工夫し，毎回絵本の世界を楽しんだ。

また，１１月には，「絵本のひろば」を開催し，全校の児童がたくさんの本と出会

える機会を設けた。

【和太鼓教室】

全学年を対象として和太鼓の練習に励

んでいる。低学年の児童もたくさん参加

し，力強く太鼓をたたき，真剣な態度で

取り組むことができた。最後の発表会で

は，これまでの練習の成果を発揮して素

晴らしい演奏をし，大きな拍手をもらった。

上学年が下学年の世話をしたり，態度も

演奏もよいお手本となったりして一年間

練習をし，太鼓だけではなく心も大きく成

長することができた。

【鑑賞教室（箏）】

箏の先生をお招きし，演奏体験や箏の

音楽を楽しむ音楽鑑賞を行った。今年度

は３回来ていただき，「さくら」に挑戦した。

爪をつけて弦をはじくことが，最初はな

かなか難しかったが，先生方の教えのお

かげもあり，室内に響くきれいな音色を

奏でることができるようになった。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

実 行 委 員 会 名 称 ： 小串放課後子ども教室実行委員会

ムーブメント教室 講師・コーディネーター 体育館でムーブメントで、楽しく運動する。

令和６年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 小串放課後子ども教室

主 な 実 施 施 設 岡山市立小串小学校

全開催日数 39
うち委託契約対象

実施日 39

実施日数

平　日 33 土曜日

2 6

6
日曜日

・
祝日

長期休業
平日

2 26

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

パワーアップおさらい教室 講師・コーディネーター 国語・算数の学習支援をする。

夏休み子ども教室 ボランティア講師・外部講師 読み聞かせ，工作等を楽しむ。 2 6

竹細工教室 外部講師 竹で水でっぽうを作り，遊ぶ。 2 1

中学生 0 小学生 527 （うち放課後児童クラブの子ども） 421

無償ボランティア 31 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 74

教職員・施設職員等 6 未就学児・乳児 0 家族・地域住民 10

総 数 648

構成員数 10 名 主な構成員 会長・校長・教頭・コーディネーター・講師（指導員）・安全管理員

会議等開催回数 1 回 主な協議内容 各教室の反省・来年度の活動について

今後の課題

講師の方々が高齢化し，コーディネーター・指導員・支援員を引き続き受け入れてもらうことが難し
くなってきている。来年度以降，「パワーアップおさらい教室」は中止せざるを得なくなり，ムーブ
メントと夏休み教室のみの開催となる。外部講師を含め，指導者の引継ぎをどのようにしていくかが
課題となる。

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

名参加

今年度の成果

今年度は，「パワーアップおさらい教室」を年間２６回開催して，算数・国語を中心に宿題や復習などの学習支
援に取り組み，成果を上げた。またムーブメント教室を６回開催し，テニピンやカプラ等を行った。どの活動も
楽しく取り組むことができた。「夏休み子ども教室」では，長期休業中ならではの普段の授業では体験したこと
がない活動に取り組むことができた。保護者の参加もあり好評だった。今年度も，外部講師を招き，新しい体験
活動をすることができ，活動の幅を広げることができた。
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５．活動の様子

　今まで取り組んできた活動を継続するとともに，外部講師を招いての活動を増やすこと
ができたことは，とてもよかった思う。来年度は「ムーブメント教室」を中心に児童の体
験活動一つひとつを充実させていきたい。

　木曜日の放課後を中心に，宿題や復習プリントなど，地域の方が先生になって学習支援
を行った。年間を通してコンスタントに出席者数があった。最後の日には表彰式とミニ
ゲームをした。

②「ムーブメント教室」

　体育館でニュースポーツ「テニピン」や立体の形作りができる「カプラ」に取り組ん
だ。毎回，歓声が響き，夢中になって活動するなど喜ぶ児童の姿があった。

③「夏休み子ども教室（図書館行事）」

　夏休みの図書館開館行事とも兼ねて行った。内容は糸かけアート，風鈴づくり、動画づ
くり等の体験活動を実施した。また，外部講師を招いての「備前焼づくり」やスーパー
ボール作りなどをした「おもしろ科学実験」にも取り組んだ。

④「竹細工教室」

　外部講師を招き，竹を使った水鉄砲を作り，竹水鉄砲遊びを行った。よく水が飛ぶよう
に道具に手を加えたり，押し方を変えてみたりするなど既製品にはない工夫する魅力を味
わわせることができた。素朴な昔ながらの遊びだが，児童は大喜びで好評だった。

【まとめ】

　　　③「夏休み子ども教室」　　　　　　　　　　　 ④「竹細工教室」　  　　     

①「パワーアップおさらい教室」

①「パワーアップおさらい教室」　　　　　　　　②「ムーブメント教室」

実行委員会名称： 小串放課後子ども教室実行委員会
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

実 行 委 員 会 名 称 ： 南輝小学校放課後子ども教室実行委員会

教 室 の 名 称 南輝小学校放課後子ども教室

主 な 実 施 施 設 南輝小学校、南輝子どもステーション、岡南公民館など

実施日数

全開催日数 227
うち委託契約対象

実施日 214

平　日 157 土曜日 36
日曜日

・
祝日

11
長期休業

平日 10

宿題の取り組みで基礎学力をつける 2 140

やまびこ広場 やまびこクラブ 工作や集団遊び 3 0

GYスポーツ教室 NPO法人タップ ダブルダッチ・ダンス・体操を通じて体づくりをする 3 36

けん玉教室 岡山市けん玉協会 けん玉の技の習得と級・段の獲得 3 11

中学生 1 小学生 3,481 （うち放課後児童クラブの子ども） 2,021

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

ふれあい教室 野鳥の会・南輝小PTA 阿部池の野鳥観察・スライムづくり・盆踊り教室 2 4

宿題教室 NPO法人タップ

わくわく教室 NPO法人タップ 集団での運動遊びやゲームあそび 1 36

無償ボランティア 60 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 511

教職員・施設職員等 0 未就学児・乳児 10 家族・地域住民 94

総 数 4,157

構成員数 14 名 主な構成員 学校長・教頭・PTA・連合町内会・婦人会・児童クラブ

会議等開催回数 2 回 主な協議内容
予算、事業計画について、活動プログラムについて、事業報告に
ついて　等

研修開催回数
及び参加者

回
主な研修内容

名参加

今年度の成果 昨年まで休止していた教室も復活した。教室に参加している人に誘われて来る子どもが増加した。

今後の課題
活動がコロナウィルス感染拡大前に戻ってきていることで、子ども達が興味を持って参加できるよう
な、休止していた講座の再開したり、新しい講座を取り入れなど魅力的な教室作りを委員たちと協議
しながら開催していきたい。
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５．活動の様子

【わくわく教室】

阿部池に生息している野鳥を、日本野鳥の会の方々に野鳥の種類等を教えていただ
きながら望遠鏡で観察した。
親子で望遠鏡で野鳥の姿を見つけたり、愛くるしい仕草にほほえんだりと楽しい時
間を過ごすことができた。

子ども達が大好きなスライムを自分たちで作ってみようと開
催された。募集定員がすぐに達してしまうほどの人気の講座
となった。材料を混ぜ、好きな色の絵の具を入れて、完成し
たスライムの感触を楽しんでいた。

ここ数年開催を中止していた各町内の盆踊り大会が、今年度から開催されることに
なり、子ども達もぜひ盆踊りに参加して楽しんでもらいたいと、婦人会の方々の呼
びかけで開催された。始めはぎこちなく、踊りについていけない姿も見られたが少
しづつ踊れるようになっていき、「楽しかった！盆踊りが楽しみ。」との声も聞か
れた。

ダンス・体操と週替わりで、跳んだり跳ねたりと全身を使った運
動遊びやダンスでリズム感を育んだり、最初はでき無くても、挑
戦し続ければ、少しづつできるようになるという達成感を味わう
など、心も体も健やかに育てる教室として人気の教室となってい
る。

学校から出されている宿題をていねいに取り組むことをねらいと
して行われている。教室のない日は苦手な科目をせずに放ってお
く子もいるため、しっかりと取り組めるようにサポートしてき
た。

実 行 委 員 会 名 称 ： 南輝小学校放課後子ども教室実行委員会

【野鳥観察】

【スライムを作ろう】

【盆踊り教室】

【毎日の宿題教室】

【GYスポーツ教室】

昔のように放課後の時間を仲間達と体を使って遊んでほしいという願いで、今年度
から開始した。ドッジボールをしたり、おにごっこをしたり、大繩で八の字跳びの
記録にと挑戦したりと、あそびのアイデアを出し合いながら毎回楽しみに来る子の
姿が見られた。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

実 行 委 員 会 名 称 ： 第二藤田小学校放課後子ども教室

金管バンド 地域ボランティア 金管楽器の演奏練習

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 第二藤田小学校放課後子ども教室

主 な 実施 施設 岡山市立第二藤田小学校

全開催日数 107
うち委託契約対象

実施日 90

実施日数

平　日 41 土曜日

2 66

936
日曜日

・
祝日

4
長期休業

平日

1 23

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

放課後算数教室 地域ボランティア １，２年生を対象とした放課後算数教室

茶道子ども教室 地域ボランティア 茶道の基礎練習・発表会 3 18

中学生 小学生 2,641 （うち放課後児童クラブの子ども） 523

無償ボランティア 54 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 316

教職員・施設職員等 320 未就学児・乳児 家族・地域住民 50

総 数 3,381

構成員数 名 主な構成員

会議等開催回数 1 回 主な協議内容
令和５年度事業・活動報告、令和６年度事業・活動計画につい
て

今後の課題 「働き方改革」に伴う小学校職員との関わり、活動場所、事務局の仕事

研修開催回数
及び参加者

0 回
主な研修内容

名参加

今年度の成果
算数教室・金管バンド・茶道子ども教室の各活動において、地域の方々と一緒に活動でき、児童の
学習や技能、人との関わりなど多岐にわたった効果があった。
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５．活動の様子

実 行 委 員 会 名 称 ： 第二藤田小学校放課後子ども教室

①金管バンド

②茶道子ども教室

③放課後算数教室

木曜日放課後・土曜日午前中に団員

が金管楽器の演奏練習を行った。

運動会のときにファンファーレと校歌の

演奏を披露したり，校内でマーチングコ

ンサートを行ったり，地域の行事や岡山

市の演奏会に出演したりした。新しい楽

曲にも挑戦し，充実感を増している。

第２・第４土曜日に，地域の先生の指導

のもと練習している。

茶道の歴史や作法についての講話やお

手前や礼儀作法の稽古をした。

地域の行事や発表会で稽古の成果を披

露するなど、毎年楽しみにしている方も多

い。

火曜日に２年生，木曜日に１年生を対象に放課後算数教

室をしている。地域の学識経験者等の力を借り，児童の学

力向上に役立っている。
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１．教室開設の実績

日 日

日 日 日 日

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

ｈ 回

２．参加者の実績（延参加者数）

名 名 名

名 名

名 名 名

名

３．実行委員会の実績

４．成果と課題

今後の課題
子どもたちが色々な経験ができる活動を続けられるように、常に地域に向けて協力者の募集を続け
る。また、会計や事務ができる方の早期養成が必要だ。

研修開催回数及
び参加者

0 回
主な研修内容

名参加

今年度の成果

山南学園となって3年目。昨年よりも、子どもたちと地域の方々の交流が深まっている。子どもも大
人も活動への参加が楽しみになっている。公民館や児童館の皆さんの協力もあり、情報交換ができ
ることで新たな活動の輪が広がっている。学校にも地域にも関わりのある先生方によるミニコン
サートが、有意義で今後も楽しみな活動になった。

構成員数 14 名 主な構成員 学校長・副校長・教頭・連合町内会長・PTA・児童クラブ・主任児童委員・他

会議等開催回数 2 回 主な協議内容
事業計画と予算、事業報告と決算について。活動内容や様子に
ついて。学園と児童クラブと地域との意見交換。

教職員・施設職員等 187 未就学児・乳児 4 家族・地域住民 159

総 数 5,052

中学生 443 小学生 3,300 （うち放課後児童クラブの子ども） 1,343

無償ボランティア 35 有償ボランティア（地域コーディネーター・協働活動サポーター・講師等） 924

主 な 活 動

プログラム等
の名称

講師・協力団体等 活動等の概要
平均活
動時間

活動
回数

まなびスクール 山南サポーターズ 宿題学習・自由あそび・季節行事

和太鼓クラブ 山南サポーターズ 和太鼓の練習・地域との交流 2 37

卓球教室 山南サポーターズ 卓球の練習 2 60

191
日曜日

・
祝日

3
長期休業

平日

2 64

実 行 委 員 会 名 称 ： 山南学園放課後子ども教室実行委員会

わくわく体験教室 山南サポーターズ 理科実験・絵画制作・茶道体験・わら細工

令和6年度放課後子ども教室推進事業　活動報告書

教 室 の 名 称 　山南学園放課後子ども教室

主 な 実 施 施 設 岡山市立山南学園

全開催日数 166
うち委託契約対象

実施日 158

実施日数

平　日 143 土曜日

2 5
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５．活動の様子

① まなびスクール

レクリエーション

ミニコンサート

クリスマスガーランド

② わくわく体験教室

③ 和太鼓クラブ

④ 卓球教室

毎週月曜日と金曜日に練習会。子どもたちは、色々なわざを
学びながら楽しく練習をすることができました。

夏休み期間に、１年生から6年生の子どもたちが参加して、絵
の制作をしたり実験しながら作品を作ったりしました。
他にも、学童クラブの子どもたちと、お茶の作法体験も行う
事ができました。

毎週火曜と木曜日に、1・２年生が集団下校までの時間に参加
している教室です。地域の幅広い年齢層のスタッフといっ
しょに宿題学習をした後、将棋・オセロ・トランプなど得意
なことや好きな遊びを見つけて過ごしました。
他にも、みんなで一緒にレクリエーションをしたり、色々な
民話のお話しや人形劇やミニコンサートの鑑賞会では大いに
盛り上がり楽しめました。また、みんなで制作した七夕飾り
やクリスマス飾りは学園に展示し、学園のみんなで楽しめる
季節の風物になってきました。

民話のお話し

毎週水曜日に練習会。中学生も参加して交流ができていま
す。地域のイベントに出演して、日頃の練習の成果を披露す
ることができました。

実 行 委 員 会 名 称 ： 山南学園放課後子ども教室実行委員会
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岡山市では、学校・家庭・地域社会が連携・協働して、子どもたちの「生きる力」の育成を

図るとともに、市民に生涯学習の場とその成果を発表する機会を提供し、子どもたちに様々な

体験活動の場を与え、地域特性や人材を活かした事業を実施するとともに、学校施設を地域に

開放し、地域の教育力を学校教育へ導入するために「開かれた学校づくり」を進めてきました。 

その一環として、平成１１年度から「開かれた学校づくり事業」をスタートさせ、その後、

平成１９年度より「放課後子ども教室推進事業」として、本事業への取り組みを始めました。 

平成２６年度には、全ての児童の安全・安心な放課後の居場所を確保するため、文部科学省

と厚生労働省が連携して「放課後子ども総合プラン」（平成３１年度には「新・放課後子ども総

合プラン」）を策定し、全ての子ども達が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動がで

きる場所の計画的な整備を進めることとされました。また、令和５年度にはこども家庭庁が「放

課後児童対策パッケージ」を策定し、放課後児童クラブとの連携を進めることとされました。 

岡山市においても平成 27 年度に「岡山市子ども・子育て支援プラン」（令和２年度には「岡

山市子ども・子育て支援プラン２０２０」）を策定し、全ての子ども達が放課後等を安全・安心

に過ごし、多様な体験・活動ができるよう、放課後子ども教室と放課後児童クラブを一体的も

しくは連携して実施し、一層の充実を目指しているところです。 

 

【事業実績】 

実行委員会数 開催日数
延べ参加児童及び

生徒数
延べ参加スタッフ数

（有償・無償ボラ込）

平成19年度 47 3,142 106,198 17,699

平成20年度 47 4,120 133,688 26,296

平成21年度 39 3,863 125,238 36,813

平成22年度 35 3,180 104,778 18,895

平成23年度 34 3,292 103,459 18,760

平成24年度 32 3,094 97,294 19,108

平成25年度 31 2,885 94,968 17,529

平成26年度 32 2,763 92,796 16,446

平成27年度 32 2,727 97,494 17,825

平成28年度 28 2,511 85,081 14,249

平成29年度 26 2,151 82,358 12,035

平成30年度 24 2,078 81,058 17,257

令和元年度 22 1,999 75,652 14,099

令和２年度 19 1,462 42,877 7,770

令和３年度 18 1,405 36,460 7,646

令和４年度 17 1,575 36,926 11,609

令和５年度 17 1,662 35,424 12,231

令和６年度 17 1,609 39,532 12,213  
 
今後も、実施箇所数の増加を図るとともに、参加スタッフ（地域コーディネーター・協働活

動支援員・協働活動サポーター・ボランティアのみなさんなど）のお力をお借りして、地域の

実情に合わせた「安全安心な子どもたちの放課後の居場所」が生まれることを目指しています。 

１ 今までの取り組み 
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岡山市では、今までの事業で積み重ねてきた実績や人材を継承し、平成１９年度から「岡山

市放課後子ども教室推進事業」をスタートさせました。 

 「放課後子ども教室」は、「放課後児童クラブ」（学童保育）とは別に、地域の方々のご協力

を得て、児童や生徒を対象として、放課後の「学びの場」や「遊びの場」を提供することを目

的にしています。活動の柱としては、次のとおりです。 

 ▽体験活動  

（自然体験、創作体験、スポーツ体験、芸術体験、文化芸能活動 など） 

 ▽交流活動 

（地域住民との交流、高齢者等との世代間交流、ボランティア活動 など） 

 ▽学習支援活動 

（算数教室、宿題サポートなど、児童及び生徒の自主学習活動の支援） 

 

実施回数や期日などは、次のとおり定めていますが、各実行委員会で協議し決定することが

でき、地域の実情にあわせた事業の実施が可能となっています。 

▽実施回数 年間２５回以上実施（平成２２年度より改定） 

▽活動期日 特に曜日を定めない 

▽活動時間 平日の放課後、土・日・祝日の日中 など 

 

 

 

 

放課後子ども教室の開設及び運営にあたっては、地域住民・地域の各種団体・ボランティア・

指導者・学校（施設）関係者等で構成された実行委員会に運営を委託しています。実行委員会

では、児童及び生徒や保護者よりアンケートを行うなど要望を踏まえて、地域の特色やボラン

ティア・指導者の方々がお持ちの技術や知識を活用しながら事業を実施しています。 

 また、実行委員会には、次の役割を担う方々を置いています。 

 

■地域コーディネーター 

放課後子ども教室と放課後児童クラブとの連携についての調整や、保護者等に対する参加の

呼びかけ、学校や関係機関・団体等との連絡調整、地域の協力者の確保・登録・配置、活動プ

ログラムの企画等を行います。 

■協働活動支援員 

プログラムの開催にあたり、指導等、中心となってプログラムを実施します。 

■協働活動サポーター 

プログラム実施のサポートや、安全管理を行います。安全管理については活動時の児童・生

徒の安全を守るために、必要な呼びかけや見守り、事前の安全確認を随時行っています。 

■その他 

子どもたちに昔の遊びや工作、伝統芸能などをご指導くださる方々、活動時の安全を見守っ

てくださる方々など、さまざまな方々に幅広く参加をいただいています。 

 

 

２ 岡山市の放課後子ども教室 

３ 放課後子ども教室の開設と運営 

地域住民の方々のご理解とご協力によって、子どもたちのために多彩な体験や

学習の場が作られ、安全安心な子どもの居場所が設けられています。 
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◆ 実施内容 

実施施設 主な活動内容

1 ほっとスペース放課後 京山公民館 工作、編み物、昔遊び、戦争学習、季節行事

2 御南小学校放課後子ども教室 御南小学校 コーラス

3 きらきら岡南っ子 岡南小学校
吹奏楽、ビオトープ教室、食育教室、地域活動、
演奏会

4 津島子ども教室 津島小学校 吹奏楽、コーラス

5 ひらつ放課後子ども教室 平津小学校 学習、地域交流、郷土学習・伝統文化

6 ももっこ教室 桃丘小学校 自由遊び、算数教室、宿題学習、スポーツ大会

7 庄内放課後プラン 庄内小学校
金管バンド、ソフトバレー、工作、バルーンアート、
ジャグリング

8 横井どんたくスクール 横井小学校 囲碁将棋、ディスコン、どんたくスクール

9 うの放課後こども教室 宇野小学校 宿題教室

10 操明放課後子ども教室 操明小学校
自由遊び、パソコン教室、工作、和太鼓、囲碁・将棋、
スポーツチャンバラ、本読み教室、地域交流体験

11 山南学園太伯子ども教室 旧太伯小学校 うらじゃ、琴、和太鼓、陸上、ハンドベル、地域交流

12 御休放課後子ども教室 御休小学校 和太鼓、算数教室、自然教室

13 浮田小学校放課後子ども教室 浮田小学校 和太鼓、読み聞かせ、箏、折り紙

14 小串放課後子ども教室 小串小学校 学習支援、工作、読み聞かせ、スポーツ

15 南輝小学校放課後子ども教室 南輝小学校 宿題、スポーツ、工作、けん玉

16 第二藤田小放課後子ども教室 第二藤田小学校 金管バンド、算数教室、茶道

17 山南学園放課後子ども教室 山南学園 宿題学習、和太鼓、卓球、体験教室

教室の名称

 

４ 令和６年度の取り組み 
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◆ 参加者数・実施日数 

小学生 中学生 幼児
家族
住民

職員等
有償
ボラ

無償
ボラ

総計
実施
日数

内

平日

内

土曜
日

内

日・
祝日

内
長期
休業
平日

1 京山公民館 1,180 0 0 33 128 369 317 2,027 71 70 1 0 0

2 御南小学校 3,608 47 0 173 0 282 141 4,251 134 78 10 26 20

3 岡南小学校 3,100 180 80 700 250 224 260 4,794 110 70 28 3 9

4 津島小学校 4,443 62 0 3 0 143 866 5,517 204 118 41 23 22

5 平津小学校 1,429 0 0 0 23 0 889 2,341 70 65 0 0 5

6 桃丘小学校 954 0 0 6 0 164 75 1,199 31 29 0 2 0

7 庄内小学校 5,419 0 0 0 86 369 190 6,064 112 91 3 18

8 横井小学校 1,248 66 326 644 25 8 443 2,760 31 0 28 2 1

9 宇野小学校 1,089 0 0 0 0 116 132 1,337 40 40 0 0 0

10 操明小学校 1,889 74 2 77 23 198 97 2,360 27 20 2 5 0

11 旧太伯小学校 1,930 21 362 653 10 435 310 3,721 185 156 8 12 9

12 御休小学校 658 6 1 17 0 7 4 693 45 30 4 4 7

13 浮田小学校 898 0 53 194 10 240 48 1,443 40 36 1 0 3

14 小串小学校 527 0 0 10 6 74 31 648 39 33 0 0 6

15 南輝小学校 3,481 1 10 94 0 511 60 4,157 214 157 36 11 10

16 第二藤田小学校 2,641 0 0 50 320 316 54 3,381 90 41 36 4 9

17 山南学園 3,300 443 4 159 187 924 35 5,052 166 143 1 3 19

37,794 900 838 2,813 1,068 4,380 3,952 51,745 1,609 1,177 199 95 138

人 人 人 人 人 人 人 人 日 日 日 日 日
合計

実施施設

参　加　者　実　績 実　施　日　数　実　績
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■岡山市放課後子ども教室推進事業実施要綱（令和３年４月１日制定）■ 

（趣旨） 
第１条 この要綱は，学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金交付要綱（平成２１年３月３１日付け２０文

科生第８１１７号）に基づき行われる，放課後子ども教室事業（以下「事業」という。）の実施に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（実施方法） 
第２条 岡山市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は，本事業を委託によって実施するものとし，次条

の手続により，教育委員会の承認を受けた団体（以下「実行委員会」という。）に委託するものとする。 

（申請の手続等） 
第３条 前条の規定に基づき本事業を受託しようとするものは，放課後子ども教室開設申請書（様式第１号）に

次に掲げる書類を添えて教育委員会に申請しなければならない。 
(1) 実行委員会規約 

(2) 実行委員会の構成員及び役職が明示された名簿 
(3) 事業計画書及び事業予算書 

２ 教育委員会は，前項の規定による申請があったときは，当該申請に係る書類を別に定める審査基準に従い審

査し，次の各号に掲げる要件のいずれをも満たす団体を実行委員会として承認し，その旨を通知するものとす

る。 
(1) 学校，関係機関・団体，地域住民等で構成されていること。 
(2) 地域コーディネーターを配置していること。 
(3) 協働活動支援員を配置していること。 
(4) 協働活動サポーターを配置していること。 

(5) 各種団体との連携方策を有していること。 
（実施場所） 
第４条 この事業は，小学校，中学校，公民館等，児童及び生徒が安心かつ安全に事業に参加できる施設等にお

いて実施するものとする。 

（利用対象者） 
第５条 この事業の利用対象者は，小学生及び中学生とする。 
２ 教育委員会は，前項の規定にかかわらず，利用対象者の範囲を拡大することができる。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか，事業の実施に関し必要な事項は教育委員会が別に定める。 

 
附 則 
 この要綱は，令和３年４月１日から施行する。 
 

■岡山市放課後子ども教室推進事業実施要領（令和３年４月１日制定）■ 

１ 総則 

 この要領は，岡山市放課後子ども教室推進事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づき規定すべき事項

及び事業実施に必要な事項を定めるものとする。 

２ 実施期間 

 事業の実施期間は，毎年４月１日から３月３１日までとする。ただし，教育委員会が特に認めた場合は，こ

の限りではない。 

 

 

５ 事業要綱・要領等 
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３ 実施回数 

 事業の実施回数は，実施期間内において，２５日以上とする。ただし，教育委員会が特に認めた場合は，こ

の限りではない。 

４ 活動内容 

 実行委員会は，次に掲げる活動のいずれかを実施するものとする。 

 （１）スポーツや文化活動，昔遊び等の体験活動を行うこと。 

 （２）地域の人々や世代間の交流活動を行うこと。 

 （３）地域において奉仕活動を行うこと。 

 （４）児童又は生徒が行う自主学習の支援活動を行うこと。 

５ 事業の実施 

 （１）教育委員会は，事業の実施に当たって，実行委員会に地域の状況及び学習要望を把握させ，効果的な

事業の実施を図るものとする。 

 （２）実行委員会は，事業の実施に当たって，事故等の防止を図るための措置を講じなければならない。 

 （３）実行委員会は，活動の実施に当たり，その継続に努力しなければならない。 

６ 報告及び調査 

  教育委員会は，本事業の適切な運営を確保するため，事業内容，事業実績等について調査し，及び必要に

応じて実行委員会に報告を求めることができる。 

７ 事業経費 

 事業経費は，次に掲げる経費とし，これを委託料として支出する。 

 （１）報償費 

 （２）需用費（消耗品費・食糧費・印刷製本費） 

 （３）役務費（通信運搬費・手数料・保険料） 

 （４）委託料 

（５）使用料及び賃借料 

 （６）旅費 

 （７）公課費 

８ 関係帳簿の整備等 

 実行委員会は，事業の実施に際し，その用途及び根拠を明確にした関係帳簿等を整備し，事業終了年度の翌

年から起算して５年間，これを適切に保存しなければならない。 

９ 参加費又は受講料 

 事業の参加費又は受講料について，要綱第５条に定める利用対象者は，無料とする。ただし，実行委員会の

判断により，次に掲げる費用は実費を徴収することができる。 

 (１) 利用対象者を被保険者とする保険の費用 

 (２) 利用対象者が成果物として取得することのできる教材又は食材料，原料等の費用 

 (３) 活動実施時の安全な移動を目的として賃借される貸切バス等交通手段の借上費用 

 (４) 施設の使用又は入場を目的とする使用料又は入場料 

 (５) その他参加者が負担すべきと思われる費用 

 (６) 実行委員会の運営に必要な費用 

 附  則 

 この要領は，令和３年４月１日から施行する。 
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